
 1 

第２５期 国立市社会教育委員の会（第２２回定例会）会議要旨 
令和７年２月２６日（水） 

［参加者］小菅、生島、寺澤、加藤、矢野、桒畑、根岸、谷口、中田、大森 
 
［事務局］井田、楠本、高橋 
 
 
生島議長 では、改めまして、これから第２５期国立社会教育委員の会第２２回定例

会を開会いたします。 
 本日は、今、大森委員に駆けつけていただきました。中田委員は遅参の御連
絡をいただいておりますけれども、定足数には達しておりますので、本日の会
議、始めさせていただきたいと思います。 
 それでは、本日の配付資料につきまして、事務局より説明をお願いいたしま
す。 

 
事務局 事務局です。まず、次第の山を御確認ください。１枚目が次第になりまして、

その次が資料１、国立市生涯学習・推進計画の進捗状況調査に対する質問等と
題が付いているものです。資料２が要望書、その次が資料３として、答申案を
おつけしております。 
 続きまして、議事録のほうの山を御確認ください。議事録ですが、こちらは
前回の定例会の議事録になっております。修正等なければ、市のホームページ
に掲載させていただければと思います。 
 続きまして、公民館だより、図書室月報、次第では、いんふぉめーしょんと
記載がありますが、こちらは今回配付なしになります。申し訳ございません。
その次がオアシスを添付しております。 
 ここからが次第のほうに記載がないもので、傍聴席にも配布しております。
１枚目がまちの振興課より配付依頼があったチラシです。２枚目が家庭教育講

座というふうに題名がなっているものです。こちらは生涯学習課の主催で３月
２０日に実施する講座の内容となりますので、配付させていただきました。 
 資料については以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 それでは、次第２の生涯学習振興・推進計画の進捗状況調査についてです。 
 事務局から説明をお願いいたします。 

 
事務局 事務局です。お配りしている資料１を御確認ください。 

 前回の生涯学習振興・推進計画の進捗状況調査ということで御報告させてい
ただいた後、御質問があればということでお願いしたところでございますが、
矢野副議長から、担当課評価Ａに関わる部分について２つ御質問をいただきま

した。担当課に回答を依頼いたしまして、まとめたものが資料１になります。 
 まず、１つ目の御質問ですが、生涯学習振興・推進計画の基本目標（２）学
習機会の充実の枝番７番のプレーパーク事業、担当課が児童青少年課です。 
 こちらの御質問内容ですが、令和４年度と比較し、実施回数は４８回から
４９回と１回増えましたが、延べ参加人数は４,７９７人から３,４８１人と１,
３１６人減少しています。新型コロナウイルス５類への移行に伴い、事業が拡
充されたとしても、参加人数の大幅減を考慮しますと、担当課評価はＢではな
いでしょうかということと、また、事業拡充に伴う参加者数減少の理由があれ
ば御教示くださいということで御質問いただいたところでございます。 
 下が担当課からの回答になりまして、前半部分が参加者減少の理由について
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記載がございます。令和４年度は、プレーパークが児童館の主催の児童館まつ
りという集客力があるイベントに参加したことや、新型コロナウイルスによる

コロナ禍の中、行動制限や三密回避のため、野外のプレーパークの利用が増え
たものと推察される。一方、令和５年度は、コロナ禍が明けて様々な活動が平
常化されていく中、令和５年度観光白書等に見られるように、全国各地の多く
の観光地がにぎわいを取り戻し、国立市民の活動においても屋外や近場の遊び
場に限定されなくなったことがプレーパークの参加者数に影響したものと考
えるということです。後半が担当課評価の理由について述べております。 
 本事業は、子供たちの様々な体験、交流の機会を推進し、野外での体験機会
の充実を図るという趣旨で実施されている中、令和５年度のプレーパークの活
動では、コロナ禍以前に実施された宿泊キャンプ事業や野外料理体験事業を再
開するなど、事業がより本質に沿うような内容に改善されております。その点
を評価しまして、Ａ評価をつけているということで回答がございました。 
 続きまして、裏面、２つ目の質問です。こちらも基本目標（２）の枝番３３、

健康ウォーキングマップ普及事業で、担当課が健康まちづくり戦略室です。 
 御質問内容ですが、地域別の健康ウォーキングマップは、名称は様々ですが、
多くの自治体において発行しております。歩きながらマップを見るにはＡ３ぐ
らいが適当であり、国立市のマップも以前はＡ３サイズでした。また、地域別
のマップは、知る限り、ほかの都内自治体でも原則として無料です。 
 今回のリニューアルしたマップについては、市全域を範囲としたものであり、
大きさもＡ１サイズとなりますので、歩きながら見るのに適した地域別マップ
とは別物です。 
 担当課評価Ａは、地域別マップをリニューアルした際の評価となり、地域別
マップを今回廃止したので、Ｄ未実施であったが適当だと考えます。 
 その上で、市全域を収めた新たなマップを発行し、有償配布したと記すべき
ではないでしょうか。また、今後、地域別マップ発行の余地も残す必要がある
のではないでしょうかということです。 

 こちらも下のほうに回答を掲載させていただいております。回答のほうです
が、市では現在、まちづくりの根幹に広義の健康の概念であるウェルビーイン
グを据えた健康まちづくりに取り組んでいます。ウォーキングマップの改定は、
健康まちづくりにおいて優先的に取り組む３つの方向性の一つである楽しく
喜びにあふれるウォーカブルなまちづくりの一環として実施した。眺めている
だけでまちに出かけたくなるようなマップを目指し、９コースの情報だけでな
く、観光、芸術、歴史などの情報をふんだんに盛り込んで制作いたしました。 
 その結果、担当課としては生涯学習振興・推進計画の該当重点施策である
様々なテーマや課題に対応した学習の支援に一層資するものとなったと考え、
Ａ評価とさせていただきました。 
 制作に当たっては、必要に応じたサイズ感で御利用いただけるよう、折り畳
んでも破れない紙を使用する等の工夫をいたしました。しかしながら、上述の

ような狙いで多くの情報を掲載した結果、全面を広げて歩くには大きなサイズ
になったというところは御指摘のとおりです。いただいた御意見も踏まえ、さ
らなる事業成果の向上を目指して、今後もウォーキングマップの在り方につい
て検討してまいりたいということで回答をいただいております。 
 こちらの説明は以上になります。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 矢野副議長からの御意見だったわけですけれども、矢野副議長、いかがでし
ょうか。 
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矢野副議長 個人的に、近隣各地のウォーキングマップ等を利用して、自分でコース
をつくって歩いたりしています。大体Ａ３ぐらいのウォーキングマップは見や

すいです。各地域の公共施設に行くと置いてますので、いつもこういう形で使
って持ち歩いています。 
 質問書では細かく書きませんでしたが、国立市のウォーキングマップはＡ
３サイズではありましたが、イラスト地図ですので、歩くのには見づらいとい
うところと、９コースを９枚のイラストマップになっていますので、かなり地
域がかぶっています。２枚３枚持っていかなければならないというところが使
いづらいところでした。それを直すのでしたら、すごく分かるんですけれども、
リニューアルしたのがこの大きさなので、これを持って歩くというのはなかな
か厳しいんじゃないかと思います。私もこのマップは持ってますけれども、自
宅では見ましたが、これを持って歩こうとは思いません。そういう意味で、質
問ではありますが、意見も含めて書かせていただきました。 
 もう一つの質問であるプレーパークは、評価をどのように行うかということ

で、全て主管課評価ですけれども、主管課評価が主観であってはあまり好まし
くないと思うんです。どういった基準で評価をするのか、一定の何か目安みた
いなのがあるといいのかなと思って質問をしたところです。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 ほかの方はよろしいでしょうか。評価のことにつきまして、よろしいでしょ
うか。 
 では、次第２を終えて、次第３の答申の検討に入りたいと思います。 
 本日は、資料２として本会への要望書が出ています。今後の会議の運営にも
関わる内容になりますので、先に事務局から内容の説明をお願いいたします。 

 
事務局 事務局です。資料２を御確認ください。社会教育委員の会議長宛ての要望書

となっております。提出日は２０２５年２月１８日です。要望書のタイトルは
答申についての要望となっており、項目だけ読ませていただきます。 
 １番は、デジタル弱者が不利益を被ることがないように。２番、ハイブリッ
ド方式は視聴だけで、参加にはならないのではないですか。３番、「デジタルア
ーカイブの活用」は慎重に。４番、ＩＣＴの影の部分にも眼を向けてください。
５番、個人情報やプライバシーについての記述は必要なのでしょうか。こちら
の大きく５つの項目で成り立っている要望書となります。 
 説明は以上です。 

 
生島議長 ありがとうございました。 

 要望書につきましては、委員の皆様方に事前に配付をしております。既にお
目通しいただいていることかと思います。答申は今日これから検討をしていく

わけですけれども、既にかなり仕上げの段階に入っております。そのことを踏
まえて、この要望書の対応につきまして、私から最初に触れさせていただきた
いと思います。 
 我々が今まとめようとしているのは、国立市の生涯学習・社会教育分野にお
けるＩＣＴ活用による学習機会充実の可能性についてというふうな答申であ
り、ここで議論してきたことというのは、学習機会の充実ということもそうな
んだけれども、大きな方向性につきましては、１のＩＣＴ活用に関する基本的
な考え方においてお示ししているとおりです。あえてここでは詳しくは説明し
ませんけれども、１で大きな方向性をお示しした上で、以下、それに基づいて
ＩＣＴの活用と、それから考慮すべき点ということについて示してきていると
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いうことは、今回いただいた要望書の内容と思いを一にするところでもあると
思います。 

 その上で、この要望書で指摘されている事項は、ＩＣＴ弱者やデジタルデバ
イドへの配慮について、もう少し踏み込んでほしいということかと受け止めま
す。したがって、今日の最終確認、これからしていくわけですけれども、して
いく際に、各章でデジタルデバイドへの配慮について、いま一度、御注意を払
っていただき、必要に応じて御意見をいただければと思います。 
 特に、要望書の３を受けて、私からここで具体的な提案をさせていただくと
すれば、５章のデジタルアーカイブの部分がありますけれども、７ページだっ
たかと思います。７ページのところで、講義内容をデジタルアーカイブ化した
際の配慮までは書かれていないというところがあります。また、２段落目で、
公民館などで講座における講義動画なんかもアーカイブの対象となるという
ようなこともあったりしますけれども、講義内容をアーカイブ化した際の配慮
までは書かれてはいないので、例えば２段落目の最後のところに、今「望まれ

る」で止まっているわけですけれども、追記する形で、「また、デジタルデバイ
ドに配慮した記録や公開の方法の検討が求められる」。つまり、ＩＣＴが苦手
な人であったとしてもアーカイブに触れられるような機会をきちんと保てる
ようにするというようなことで、もう一度言いますけれども、「また、デジタル
デバイドに配慮した記録、公開の方法も検討が求められる」、こういった一文
を追記するということも一案かなと思っております。この点につきましても、
後ほど御意見いただければと思います。 
 今、一つ具体的な提案もさせていただきましたが、こういったことも踏まえ
て、この後、御意見、御質問などをお聞かせいただければと思います。 
 では、この件も含めて、この後、答申案について修正等、御意見あれば伺っ
ていきたいと思います。 
 今日、皆さん方にお示しした資料３ですけれども、この資料３の答申案につ
いては、前回、第２１回定例会において、「おわりに」を含めた全体像をお示し

しました。体裁や内容について委員の皆様方から御意見をいただいております。
今回の資料３というのは、前回の定例会で出た箇所の修正を行ったほか、定例
会後に寺澤委員から、非常に丁寧に見ていただいて、気になる点について御意
見をいただいておりましたので、そこを踏まえて修正を加えております。簡単
に言ってしまえば、前回修正点、前回から今回までの修正点をできる限り反映
したものをここでお示ししているということになります。ですので、大分完成
度合いが近くなってきているわけですけれども、いま一度御確認いただいて、
今日、ここで御意見をいただければと思っております。 
 また、あえて追加をしますと、寺澤委員からも非常に細かく見ていただいて、
赤字のところを結構ここで反映させていただきました。ただ、私も悩ましいな
と思ったのが、ヒアリング内容のところにおいても赤字を入れていただいたん
ですけれども、一方では、ヒアリングのニュアンスをきちんと残しておきたい。

ただ一方では、逐語記録にしているわけではないので、そこら辺はうまく端的
に示せるようにしたいというようなところもあり、その意味で、御意見を反映
できているところとしていないところがあるということを、検討の上でさせて
いただきました。 

 
寺澤委員 もちろん大丈夫です。 
 
矢野副議長 これ、ヒアリング記録ですけれども、圧縮しているので、そのままでは

ないですよね。 
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生島議長 はい。そのとおりです。逐語記録にしているわけではないので、直しても、
御意見を反映させていただいても……。 

 
矢野副議長 そのことでお伝えしますと、６ページの公民館の上から６行目です。「Ｗ

ｅｂ申込み受付を順次導入している」と書かれていて、そのとおりなんですけ
れども、正確に言いますと、ウェブ申込み受付を、基本的には電話申込みと併
用して順次導入しているということです。ウェブだけの申込みというのは本当
に特別な場合だけですので、二次元コードで申込みができない方は電話でとい
うことですので、今までと同様の申込み方法も取れるというふうに配慮をして
いるということです。 

 
生島議長 この点、多分、文脈としては、電話申込みが今までずっとあったやり方で、

それにある意味上乗せする形でウェブ申込みもしているというようなことな
ので、ウェブ申込みを導入したことによって電話申込みをなくしたわけではな

いというところだと思うんですね。どうしましょう。後ろに括弧ででも入れて
おきますか、電話申込みと。 

 
矢野副議長 ここに追記する形で。 
 
生島議長 そうですね。「Ｗｅｂ申込み受付を順次導入している」の前に、「従来の電

話申込みに加えて」というようなことでよろしいですかね。 
 
矢野副議長 そうですね。 
 
生島議長 ありがとうございます。 

 矢野委員、ほかに気になった箇所等あれば、続けてお願いいたします。 
 

矢野副議長 そうですね。これは文言というか一般的なことなんですが、ホームペー
ジ等いろいろ、公民館だけのことかもしれませんが、公民館は「くにたち公民
館だより」を市内に市報と一緒に全戸配布しています。それを見て申し込む市
民は多いんですよね。ネットを見れても、配布されたものを見てという方がア
ンケート等を見ても多いということなんですが、一方、市外の方は主にホーム
ページを見て講座等に申し込むことになります。市外の方も来られるんですが、
人気のある講座等ですと、そのうちの一定割合、市外の方がいらっしゃるので、
市内の方が講座等を受けられないということも出てきているというのは事実
かなと思います。 
 それから、申込み方法なんですが、今月の「くにたち公民館だより」を御覧
いただくと分かるかと思いますが、３ページ以降を御覧いただくと申込み先着
順で電話またはホームページでお申込みというふうになっています。一つだけ、

子供と保護者との事業だけは一旦、ホームページより申込み、ここはホームペ
ージだけなんですね。保護者の年齢が若いということで、二次元コードで大丈
夫だろうということで、ホームページで申込みだけなんですが、一旦申し込ん
で、応募者多数の場合は抽せんでもう一回結果をお伝えするというふうになっ
ているんです。ただ、職員からするとこれはすごく手間がかかるので、特別な
場合以外はしていないんです。通常は申込み先着順になっていて、以前は、申
込みが多いと予想される講座については、例えば市内の方は１週間前に電話し
てくださいと。そこでいっぱいになったら先着順で終了と。まだ空いてれば空
いた枠だけ市外の方が申し込めるというふうなやり方をしていたんですが、今、
電話とホームページ、両方のハイブリッドで申込みをすると、それをやると非
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常に手間がかかるということで、電話またはホームページのハイブリッドの申
込みのときは、もうそれをやめちゃっているんですね。なので、この申込み方

法ですと、市内在住、在勤、在学が優先するという枠が基本的にはなくなって
しまったんです。それは市民から見たらどうなのかという問題もまたあるのか
もしれません。システムで便利になったけれども、そういう問題も出てくると。
それはカルチャーセンターとかではない問題です。 

 
桒畑委員 よろしいですか。 
 
生島議長 桒畑委員、お願いいたします。 
 
桒畑委員 桒畑です。今、議長がおっしゃった、ウェブの前に「従来の電話申込みに

加えて」という言葉ですけれども、私も最初そう思ったんですが、文章全体を
見ると、次のポツ、「電話申込みの場合」とあるので、むしろ、「思われる講座

などでＷｅｂフォーム受付方式を」ではなくて「も」にしたらば、それだけで
さっきの文言を、要は、１行前にも電話申込みという言葉があるし、電話申込
みがダブっちゃうので、何か抵抗があったので見たら、「を」を「も」にすれば
いっちゃうんじゃないかなと思ったんですが、どうかなと。 

 
生島議長 ありがとうございます。確かにそのとおりですね。桒畑から今おっしゃっ

ていただいたとおりで、あえて「従来の電話申込みに加えて」というふうに入
れないで「Ｗｅｂ申込み受付も順次導入している」ということでよろしいので
はないか。 

 
桒畑委員 その上に、「電話申込みが基本であったが」と出ているから、そうしたら、

次で「も」でいいんじゃないかなと思ったんです。 
 

生島議長 どうでしょう。 
 
矢野副議長 ここでの議論だと、それですごく分かると思うんですが、第三者が見る

と、誤解する人、読み違える人もいるのではないかなと思いますので、電話申
込みとウェブ申込みが併用していると、そこははっきり書いたほうが分かりや
すいかなと。文章はどんな形でもいいかと思いますが。 

 
桒畑委員 というわけで、「も導入している」、括弧して、電話申込み、今ははがきは

ないんですかね。だから、電話と併用と書いてはいると。 
 
生島議長 ウェブ申込みを加えたということですよね。そこが伝えられればいいとい

うことかと思うんですが、目下単純に、順次導入しているということもありま

すので。 
 
矢野副議長 これは時系列がありますので、ヒアリング段階は順次でしたけれども、

今はもう基本的には導入しているという違いですね。 
 
生島議長 そうですね。要するに、２０２３年１０月以降、２４年１月のときのヒア

リングを受けての抜粋ということにはなるので、こういう声で導入してきてい
るということにはなろうかと思います。厳密に言うと、「も導入している」とい
うふうにするか、「順次導入してきて今の状況に至っている」ということにす
るかとか、いろいろ混乱するところではあるんですけれども、言ってしまえば、
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従来の電話申込みはそのまま続けているということが大事ですよね。それに加
えて、ニーズに合わせてウェブ申込みを、段階的にであれ、講座なりの特性に

合わせて導入してきて、今はかなりの率で導入が進んでいるというようなこと
かと思いますので、分かりやすさというようなことで言うならば、今日のこの
要望書のこともありましたので、繰り返しにはなろうかと思いますけれども、
「電話申込みに加えて」というのは入れておいてもよろしいかなというふうに
は思うんですが、いかがでしょうか。 
 桒畑委員、いかがでしょうか。 

 
桒畑委員 いやいや、私も最初はそう考えました。ただ、上とちょっとかぶるっぽい

なと思ったので。 
 
生島議長 寺澤委員、お願いいたします。 
 

寺澤委員 さっき矢野副議長から説明を聞いた後で、「電話申込みが基本であったが、
Ｗｅｂフォーム受付方式を導入している」、「若年層を中心に」というふうに読
むと、電話と併用ではなくて、さっきの講座みたいに、ウェブ受付しかしてい
ない講座もあるというふうにも、上の黒ポチは捉えることもできるかな。なの
で、先ほど矢野委員がおっしゃったように、２番目のところでは、「従来の電話
申込みに加えて」というのを加えた上で、「Ｗｅｂ申込み受付も順次導入して
いる」というふうにし、上の部分とは明らかに異なることを言っているんだと
いうのが伝わるようにしてもいいかなと思いました。 

 
桒畑委員 つまり、一言文言を加えて、かつ、「を」を「も」にするということですね。 
 
寺澤委員 はい。 
 

桒畑委員 それであれば、より分かりやすいですよね。 
 
生島議長 はい。両方加えるということにさせていただきたいと思います。 

 これは今ふと見ていてなんですが、全体を通して申込みというのを、「申」と
いう字に「し」を除いて「込み」にしていましたので、今、桒畑委員から御指
摘いただいた黒ポツ１行目のところの「し」を削除していくという訂正を加え
たいと思います。 
 先ほど矢野委員からあった、いわゆる先着順が導入されて動いている、フォ
ーム受付をすることによって、抽せんというのはまた難しくなっているという
ようなことですよね。その辺はどうしましょう。ここに加えていくような御提
案とか、または何か判断というのはありますでしょうか。 

 

矢野副議長 抽せんが難しいというか、もともと抽せんは少なかったんですよ。先着
順だけど、多い場合は、市内在住、在勤、在学の方の受付日が早かったんです。
日付をずらしたんですけれども、今それができないので、市内、市外を分けて
いない申込みになっています。やろうと思えばできると思うんですけれども、
すごく手間がかかって職員の負担が重くなってしまいます。現時点では、そこ
まで多数の方が応募する講座は全体とすれば少ないので、そういう区別をして
いないということです。例えば小金井市公民館の講座ですと、基本的には市内
在住、在勤、在学の人しか申し込めません。そのように決まっているのであれ
ば、国立市のような申込み方法でも全然問題ないのですが。でも、国立の場合
は市外からの参加者がいるのが前提ですので、また違った課題があるというこ
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とです。 
 それを文言に入れるかどうかは難しい問題で、公民館だけの答申であれば入

れていいと思うんですけれども、ここは社会教育全体ですのでどうなのかなと
思います。 

 
生島議長 そうですね。例えば博物館なんかは、もちろん市民を対象にした講座とい

うこともあり得るけれども、国立の事業に参加していただくだけじゃなくて、
国立の資料を保管して活用するということが国立、また、郷土文化館の使命で
もあるかと思いますので、場合によって、そういうことについて関心を持って
いる市外の方たちも参加いただくということもあろうかと思いますし、そうい
った資料の保存ができるということが博物館の大きな使命にはなろうかと思
いますので、一概に利用対象者を絞っていくということは難しいかと思います。 
 なので、それを具体的に文言に反映していくというよりは、こういう議論が
あったというようなことも含めて置いておきたいなというふうに思いますが、

よろしいでしょうか。 
 ありがとうございます。 
 どこからでも結構ですので、別にお気づきの点ありましたら御意見いただけ
ればと思います。いかがでしょうか。今日２月で、４月はもうほぼ完成、大体
３月まででもう終わって確認になろうかと思いますので、細かい文言でも、今
みたいな言い回しの部分でも結構です。 

 
矢野副議長 また公民館のところで申し訳ないんですが、９ページのところです。 
 
生島議長 はい。９ページだそうです。 
 
矢野副議長 ヒアリングの内容なんですけれども、Ｗｉ－Ｆｉ環境に関してですが、

４行目で、「機器を追加設置することが解決策と業者からは言われているが」

と記されていますが、この定例会に提出していただいた当日配付資料にはその
ように書いていませんので、口頭でおっしゃったのかもしれませんけれども、
業者から言われているというのは文書としてどうかなと思います。「追加設置
することが必要だと思われるが」とか、「追加設置することが望ましいが」と
か、そういう文言がいいかなということと、最後のところで、「導入することは
困難である」というのは、これは別に予算さえあれば導入できますので、「現時
点では」とか、ちょっと追加があったほうがいいかなと思いました。 

 
生島議長 ニュアンスとしてはそういうことですよね。予算の問題が出てきていまし

たので。 
 
矢野副議長 そうなんですよね。レンタルコストやランニングコストが増加する関係

でと。 
 
生島議長 はい。これは議事録から取られていることになりますので、口頭でお話し

されているからこそ、資料の中には載っていないことかと思います。おっしゃ
るとおり、解決策、例えば業者から言われているけれどもというのも、ちょっ
と直接的でもあるかなと思いますので、「設置することが望ましいが、ランニ
ングコストなどが増加する関係で、現時点で導入することは困難である」とい
うふうに加筆することで、当日のニュアンスがきちんと伝わるのではないかな
と思います。ありがとうございます。 
 桒畑委員、お願いします。 
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桒畑委員 これは「業者から」ということを削るだけでもいいんじゃないですか。 

 
生島議長 「解決策と言われているが」ということですか。 
 
桒畑委員 私も素人に近いんですけれども、まさにＷｉ－ＦｉならＷｉ－Ｆｉの設備

を追加するしか方法がないので、今さら遮蔽効果があるような壁をぶっ壊すと
かいうふうにはいかないと思いますから、業者という言葉だけがちょっと。 

 
生島議長 そうですね。望ましいかどうかというよりは、解決策としてはこういうこ

とだということで、「業者からは」というのを削除するということで、矢野委
員、いかがでしょうか。 

 
矢野副議長 言われているって、誰に言われているのかとなりますので、解決策を生

かすのでしたら、「追加設置することが解決策だが」でいいのかなと思います。 
 
生島議長 それが一番しっくりするかと思いますね。では、追加設置することが解決

策だが、現時点で導入することは困難であるということでいきたいと思います。 
 ほかにはいかがでしょうか。 

 
大森委員 １つよろしいですか。 
 
生島議長 大森委員、お願いいたします。 
 
大森委員 ３ページなんですけれども、これから申し上げるのは単なる分かりやすさ

にとどまることかもしれないんですが、上から３パラグラフ目、こうした点を
考慮するとという文章がございますよね。ここについては語順を入れ替えたほ

うがいいなと思うんです。語順を入れ替えたものを申し上げてみます。「講義
形式の事業については、参加の幅を広げることに有用であることが確認された
場合は、運営上の人員や予算の範囲内で、対面形式と併用するハイブリッドも
選択肢の一つになるだろう」。このパラグラフを、その上の「可能性を持つ」か
らパラグラフを分けないで、「可能性を持つ」にくっつけてしまったほうが、
我々が議論してきたことがストレートに表現されるかなと思います。 

 
生島議長 ありがとうございます。まず、前の段落とつなげていくということ。ここ、

そうなんです。今回いろいろ修正したことによって、私も何かちょっとしっく
りこないなというふうに思いながら書いていたところだったので、御指摘、大
変ありがたいなと思っております。ちょっとついていき切れていないので、で
きればもう一度お願いできますか。 

 
大森委員 はい。申し上げます。「可能性を持つ」の後に続けて、「講義形式の事業に

ついては、参加の幅を広げることに有用であることが確認された場合は、運営
上の人員や予算の範囲内で、対面形式と併用するハイブリッド形式も選択肢の
一つになるだろう」。 

 
生島議長 ありがとうございます。まず、第１文目がざっくり言うと消えるというふ

うなことですね。 
 
大森委員 今申し上げた中で尽くされているかと思います。 
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生島議長 そうですね。そうだと思います。 

 いかがでしょう。すっきりするかなと。私はとてもしっくりきてはいるんで
すけれども、御提案のとおりに変更していきたいと思います。 
 講義形式はやっぱり対面を大事にしていく。ただ、運営上の人員や予算も考
慮していかないといけないし、それで参加の幅を広げていくといったときに、
ハイブリッドも選択肢の一つだということがより強調されていくということ
で、我々の趣旨にも非常にマッチするのではないかと思います。大森委員、あ
りがとうございます。付け加えて何かほかにもあれば。 

 
大森委員 じゃあ、幾つかございます。１ページなんですけれども、感染症拡大が丸

括弧で略称になっているんですけれども、「コロナ下」の「下」は取ったほうが
後とのつながりがいいかと思います。 
 そうすると、２つ目のパラグラフの「コロナ拡大」の「拡大」は取ったほう

がいいと思います。１行目の「コロナ拡大以後」の「拡大」は取るべきだと思
います。 
 それから、１ページの１章の１つ目のパラグラフと２つ目のパラグラフの間
なんですけれども、これはパラグラフを分けないでくっつけたほうがいいと思
うんです。それで、２つ目のパラグラフの下から３行目、「したがって」という
接続詞は取ってしまったほうが、論はより合理的に通るかなと思います。 

 
生島議長 そうですね。御指摘のとおり変更していくということでよろしいでしょう

か。 
 ありがとうございます。ほかにも。 

 
大森委員 あともう一つなんですけれども、これも単なる表現の通りやすさの問題な

んですが、２ページの２つ目のパラグラフの語尾が、「ブラッシュアップする

ものとして議論し、以下にまとめている」となっているんですけれども、これ
は「議論してきた」のほうがよいかと思います。 
 それから、その次のパラグラフなんですけれども、「その際、」はないほうが
いいと思います。その文の語尾なんですけれども、「多様性にも配慮すること
が重要である」のほうが、我々の表現したいことに近いと思います。 
 それから、細かいところなんですけれども、４行目の「デバイス」とあるん
ですけれども、これがぴったりくるんですが、多くの市民のことを考えると、
「機器」という漢字にしてしまっても大丈夫かなという気がします。 

 
生島議長 ４行目ですね。「デバイスごとの活用の仕方も」というところですね。 
 
大森委員 漢字２文字で「機器」でいいんじゃないでしょうか。 

 
生島議長 機器でいいんですけれども、「機器ごとの活用の仕方」、「機器の活用の仕

方」、どうでしょうか。そこに今悩んで。 
 
大森委員 「ごと」は要らないということですよね。「ごと」はなくてもいいかもしれ

ませんね。 
 
生島議長 なくても通じそうだなというふうにも思ったんですが。 
 
大森委員 そうですね。 
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生島議長 今の御指摘を踏まえるならば。 

 
寺澤委員 ニュアンスが少し変わるんじゃないですか。機器それぞれのということで

すよね。 
 
生島議長 そうですね。 
 
寺澤委員 機器それぞれによってというか。多分、「ごと」というのがなくなると、ニ

ュアンスが……。 
 
生島議長 パソコンは使えるけれども、スマホが苦手とか、その逆もあるとか、ｉＰ

ａｄなら使えるとかという。今、寺澤委員がおっしゃったような「それぞれの
機器の活用」。 

 
大森委員 でも、これは使うのが苦手な人にくっついている話なので、「機器ごと」が

理屈は通っているんですよね。 
 
生島議長 そのまま生かしましょうか、そうすれば。「市民個人を見ても」……、「機

器ごと」ですね。活用の度合いが機器によって異なるというようなことですか
ね。それともちょっと違う。「機器ごとの活用の仕方も多様である」と、単純に
「デバイス」を「機器」に置き換えるということがすっきりするかなと。 

 
大森委員 はい。 
 
生島議長 では、そのようにさせていただければと思います。ありがとうございます。 

 大森委員、ほかにはよろしい……。 

 
大森委員 まずはそこまでにいたします。ありがとうございます。 
 
生島議長 ありがとうございます。途中から御参加いただいた方、ありがとうござい

ます。細かいところも修正しておりますので、忌憚なく御意見いただければと
思います。 

 
加藤委員 すみません。 
 
生島議長 加藤委員、お願いいたします。 
 
加藤委員 遅くなってしまって失礼しました。 

 スペルが間違っているのではないかという指摘がもしなかったら、１ページ
目のＩＣＴの「Information」というつづりが間違っているなと思いまして。 

 
生島議長 あ、本当だ。ｍですね。 
 
加藤委員 ｍなのと、インフォームなので、「form」かなと。 
 
生島議長 本当ですね。よかったです。 
 
加藤委員 ごめんなさい、細かなことで。 
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生島議長 本当ですね。ありがとうございます。加藤委員、ほかには。 

 
加藤委員 大丈夫です。気づいたところだったので。 
 
生島議長 分かりました。 

 いかがでしょうか。桒畑委員、お願いいたします。 
 
桒畑委員 であれば、議長が冒頭言われた、７ページ、５のデジタルアーカイブの活

用のところで、１行加えたいというほうに時間をかけたほうがいいと思うので、
今日、まずやってみたらどうでしょう。 

 
生島議長 分かりました。ここで１行加えるということを先ほど提案させていただい

たというようなことなんですけれども、桒畑委員、この件について……。 

 
桒畑委員 いやいや、本当に最初の冒頭で言ったわけですから、ここは一行加えると

いうことは、ある意味では、字の間違えとかよりももっと議論すべきことだと
思うので。 

 
生島議長 分かりました。途中からお見えになった方もいらっしゃるので、少し重ね

て説明させていただきたいと思いますけれども、資料２といたしまして要望書
が出ているということであります。私もよくよく、この間、読ませていただい
てきていて、１ページの１のところ、ＩＣＴ活用に関する基本的な考え方とい
うところでは、基本的に社会教育の分野においての事業では、対面でのつなが
りづくり、それから関わり合い、そして共同学習というようなところは非常に
重視されてくる。だからこそ、そこをきちんと持ちつつも、ただ、非常時だと
か、参加者の拡大で有用と認められたときには、先ほど大森委員からも分かり

やすい文言の修正をいただきましたけれども、選択肢の一つとしてＩＣＴの活
用ということは進めていかれることではないかというような形で、大きな筋を
持っております。ですので、この答申では、ＩＣＴの活用とともに考慮すべき
点というのを示してきている、議論を重ねてきているわけですので、要望書の
内容とは思いを一にしているところであると思います。 
 その上で、ＩＣＴ弱者であるとか、デジタルデバイドへの配慮ということに
ついてもう少し踏み込んでほしいという御意見として承られるかと思ってお
りますので、その辺を改めて確認していきたいということで、再度見直す点の
一つの今日のポイントを置いているところでもあります。この間の御意見とい
うのも、そういったところにも配慮されている御意見として承っているところ
でもあります。小さい文言もそうですけれども。 
 そして、その際に、私のほうから冒頭提案させていただいたこと、繰り返し

になりますけれども、特に要望書の３の部分です。資料２、デジタルアーカイ
ブの活用を慎重にというようなところであります。デジタルアーカイブをどう
いうふうに使っていくことができるのか、そして、１の①、例えばアーカイブ
の活用として講義動画のことを書かれているけれども、デジタル弱者が不利益
にならないようにというようなところ、この辺りを配慮していく、改めて強調
していくというようなことで見直していくと、デジタルアーカイブ化した場合
の配慮というのがここでは少し薄いかなと捉えております。 
 ですので、７ページの５、デジタルアーカイブの活用というところ、まさに
そこが関連するところであって、２段落目のところがアーカイブの対象となる
ものとして講義動画を入れているわけなんですけれども、こういったところに
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ついて、ただデジタルアーカイブを記録して公開するというだけじゃなくて、
デジタルデバイドに配慮した記録や公開の方法ということについても検討が

求められるというのを一言、付け加えたらいかがかというふうなことを具体的
な提案としてさせていただいたということです。 
 上の文章とつなげて加えるということも考えたんですけれども、上の文章は、
どういう優先順位で、何をどういうふうに記録し、公開していくかということ
になりますので、デジタルアーカイブそのものをどういうふうにつくっていく
かということになろうかと思いますけれども、それとともに考慮すべき点とし
て、いわゆるＩＣＴ弱者というふうな方々にも活用していただけるためにはど
ういうふうにしていくかということ。様々な方法が考えられるかと思いますの
で、答申はそこまで詳細に書かずとも、記録や公開の方法の検討を進めていく
必要があるんだということを入れておくということぐらいで、加筆したらいか
がかなと思っていたところです。 
 具体的に、例えばですけれども、これも既に配慮されていることかと思いま

すが、自分で必ず家でパソコンを通じて見ろというだけじゃなくて、博物館の
中にある端末、パソコンなどで、アーカイブコーナーがあったりしますから、
そういうところに簡単なタッチパネルのような形で見られるようになるとか、
そういった配慮というのが、例えば講義動画であるとか、様々な資料について
も検討されるとか、そういうようなところにつながってくるのかなと思います
ので、デジタルデバイドへの配慮というのを分かりやすく明文化しておくとい
うことへつなげていったらいかがかという提案です。 
 根岸委員、お願いいたします。 

 
根岸委員 デジタルアーカイブについて、弱者を救済するという意味ではないんで

すが、デジタルアーカイブの一番重要なところというのは、例えば今、紙の
資料をデジタルで保管する、保存する。あとは、ここに書いてあるように、
民俗芸能など無形文化財、国立市の歴史とか、そういうものを動画として残

しておくということがすごく重要だと思うんです。それは今すぐ活用すると
いう意味合いだけじゃなくて、そういうものを未来へ残すんですよというと
ころをちょっと強調したいと思います。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 桒畑委員、お願いします。 
 
桒畑委員 全く根岸委員の意見に賛成なんですけど、もともと資料をデータ化する

というのは、やっぱり意味合い、幾つか目的があると思うんですね。当然、
データ化することによってより容易に外の人が入手しやすくなることもあり
ますけど、やっぱり資料の保存ということもあるわけです。ですから、デー
タ化しなくても複製をつくってもいいわけです。ただ、恐らく現状では複製

をつくるよりデータ化したほうが安いんじゃないかなと思いますけども、お
金のことを考えると。 
 ですから、まず何でもかんでもデータ化することがいいということではな
くて、要は目的、データ化されたものが何に使われるのか。要は、みんなが
見やすくなるとか、見る機会が増えるよということになると思うんですね。
物はあるわけですから、別にデジタルで見なくたって、足を運べば見られる
わけです。そして古くなったものは複製すればいいんです。そして原本は残
しておけばいいわけです。 
 ということを考えれば、デジタルデバイドというのはそんなに……、ま
あ、確かにいろんな意味で、当然私もそっちの部類に入るからですけど、こ
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こでいうような資料のデータ化ということについて言うならば、うーん。効
果のほうを尊重させていいと思うんですけどね。 

 見られないわけじゃないですから、足を運べば原本はあるわけです。た
だ、その原本が古くなり過ぎていて、もう容易に閲覧できないよとか、そう
いう状態になってきているならば、やっぱり何らかの方法で、保存方法と
か、また見やすいようにしなきゃなんです。 

 
生島議長 はい。今、根岸委員と桒畑委員から御意見いただいたポイントは、保存

していく、そして未来の人たちも使えるようにしていく、この部分は大事だ
と思うんです。なのでそれはそれで一言やっぱり入れていくことは必要かな
と、非常に説得的かなと思います。 
 例えば、３段落目ですが、「デジタルアーカイブ化により、市内外で関心
を持つ人々が」というところに加えていくとか、どういう形で加えればいい
かなとは思うんですけれども、無形有形問わず様々な形で保存できて、市内

外で関心を持つ人々、未来の人々なんていうふうに入れるかどうかですけど
も、そういうニュアンスでここら辺にちょっと入れていくと、今のようなこ
とが反映できるかなというふうには思いました。 
 そのこととともに、要するにデジタルデバイドへの配慮というものをここ
で加筆するかどうかというところかと思うんですけれども、桒畑委員がおっ
しゃるのは、そこまで入れなくてもいいんじゃないのというような御意見で
しょうか。 

 
桒畑委員 結果として見やすくなるのであって、決して今後はデータでしか供給し

ませんよというものじゃないわけですよね。 
 
生島議長 はい。そうだと思います。 
 

桒畑委員 逆に、原本が古くなったり、画像を撮って実際に伝承したことが、もう
画像で伝承するしかなくなってきているわけです。そっちの話をしたいので
あって、デバイドの話はほかにも出ていますので、そこに協調する必要もな
いのかなとは思っております。ただ、入れておくほうが丁寧であるとは思い
ますけど、どういう形で入れたらいいかですよね。 
 ただ、何でもかんでもデジタルにして、パソコンとか云々じゃ見られなく
なるよということを言いたいんじゃないんですよね、我々は。 

 
生島議長 はい。そうだと思います。 

 いかがでしょうか。 
 その前に、じゃあ、ちょっとお考えいただいていくときに、先ほどあった
根岸委員の御意見を踏まえて書き加えるならば、デジタルアーカイブ化によ

り、市内外で関心を持つ人々が、国立市の多様な、そして貴重な資料を容易
に知り、継承することができるというようなことが入れば。 

 
根岸委員 うん、そうですね。継承ですね。 
 
生島議長 はい。よろしいですかね。 
 
根岸委員 本来は人から人へ伝えていくものなんでしょうけれども、もう、できる

人がいなくなっちゃうという現実がありますから。 
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生島議長 知り、継承することができるということにしていくと、今のニュアンス
が入るかなと思います。 

 
根岸委員 そうですね。 
 
生島議長 寺澤委員、お願いいたします。 
 
寺澤委員 何と伝えたらいいのか分からないんですけれども、くにたち郷土文化館

の方々のお話を何となく今思い出しながらもう一回読み返してみて思ったこ
とは、８ページの四角囲みの一番下、「資料をＶＲで見るのと実物で見るの
では」というところの最後のほう、「デジタル化することは物を保存するこ
とにもつながると思うので、うまいバランスで活用していくことが」とある
んです。多分、郷土館の方たちは、さらにデジタルアーカイブを活用すれば
いろんなことができるようもなるし……、ということだったような感じもし

ていて、もともとある５番目の３段落目のところと、物を保存するというの
はまたちょっと別のことなのかなと思ったんです。 
 なので、もしそれを入れるなら、やっぱり新しく３段落目を作って、さら
に今の３段落目のような、社会教育事業として活用できるんだよと言えるほ
うがいいんじゃないか……、何かうまく伝えられないんですけれども、新し
く３段落目で、物を保存していくというのをちょっと加えてみたほうが、何
となくいいような気がしました。 
 あくまでも、デジタルアーカイブをこういうふうに活用できるよという形
が言いたいわけじゃないこと、それがうまく伝わっていないと、何でもかん
でもデジタル技術を使えばいいというふうに思っていると捉えられてしまう
のかなと感じました。 

 
生島議長 今、段落を加えてみたらという御提案だったんですが、ちょっとここで

どういう構造になっているかということを改めて見てみたらいいかなと思い
ます。 
 １つ目の段落では、そもそもデジタルアーカイブというのがどういうもの
なのかということ、特にくにたち郷土文化館ではこんなことがされていると
いうことで、アーカイブをデジタルで行っていくことの具体例を含めて、そ
の意味をまず説明していく。その上で、アーカイブの対象となるものという
ことで、２段落目に行くわけです。 
 郷土文化館の例から入っているので、特に実物資料とか民俗芸能、無形の
ものも含めてこういうことがあるわけだけれども、さらに、より社会教育の
分野で目を広げてみると、講座での講義動画であるとか、それから、非常に
学習の成果物が多様に積み重ねられているわけだから、こういうものもアー
カイブ化されていって、それがうまくつながって、さらに次の学習につなが

っていくことも可能性としてできるのではないかと大森委員に御意見いただ
いたことも、非常にしっくりくるなと思いながら入れてきたわけです。 
 なので、アーカイブの対象というのは、ここでは一般的に考えられている
ものよりもかなり広く説明しているかと思いますが、いわゆる材料になるも
のですね。これをアーカイブ化していくということは作業が必要になるわけ
ですから、こうした作業をどういうふうに進めていくかを検討しながら、優
先順位等も含めて、やれる範囲でやっていくことが望まれるんじゃないか
と。その上で、これをしていくことでの活用なりメリットを示してきている
ということになります。 
 ですので、貴重な資料を知ることができる、例えば、ふだんは収蔵庫に入
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っちゃって展示物で見られないものも、デジタルで、まずはファーストステ
ップで見られるようにしていく、それを継承していくことができる。そして

繰り返し確認できるということから、主体的な活動、社会参加につなげてい
くこともできるんじゃないか。だから、こういった活用をすることができる
学習機会とか情報提供ということも必要になってくるんじゃないかという形
で、今、ここで示していることになります。 
 そういうことで考えて改めて見直すと、私の提案というのは、確かにちょ
っとここにはなじまないのかなと考えるところではあるんですけれども、た
だ、一方でこれをみんなが活用していくことができるかといったとき、そう
じゃない人たちへの配慮も必要になってくるということで、まあ、だから学
習機会をつくっておこうとするというところでもあるんですけれどもね。 
 だから、桒畑委員おっしゃるように、もうここに示されているんだから、
そこまであえて言わなくてもいいんじゃないかというところでもあろうかな
というふうにも思って、悩ましいところではあります。 

 事務局、お願いいたします。 
 
事務局 すみません、事務局です。 

 今、議長がおっしゃったので補足する必要はないかもしれないですけれど
も、先ほど桒畑委員が、足を運べば見られるというお話をされました。議長
おっしゃったように、ふだん公開していない資料がデジタルだけで見られた
り、あと、無形文化財なんかもふだん足を運んで見られるものではないです
ので、足を運べば見られるという認識はちょっと違うのかなと、すみませ
ん、申し上げます。 

 
寺澤委員 私の言い方が悪くて、段落をつくらなくても全然いいんですけれども、

少なくとも、郷土文化館のここだけ読むと、やっぱり、講座にせよ何にせ
よ、デジタル化は伝承していくための手段だったり、物を保存する、やっぱ

りそれが第一目標なのかなと思うんです。 
 あと、講義とか、もうちょっと広く公民館での講座とかにしても、デジタ
ル化するというのはやっぱり、保存してさらに広めていくというものだと思
うので、やっぱり同じ意味の伝承、保存だと思うんです。 
 だから、何のためにというのが、見えない……、何でしょう、何のために
これをやっていて、これをすることによってさらにこんなメリットがありま
すよという言い方ができると、ここはすごく生きてくるのかなというのを感
じたところです。 
 単純に、何でもデジタル化してというふうに考えているのではなく、そも
そもデジタル化って何のためにという、ことが入るだけで伝わり方が大分違
うような気がします。 

 

生島議長 寺澤委員の御意見を踏まえて改めて見直すと、確かに、そもそもデジタ
ルアーカイブとは何ぞや、何のためにといったとき、１段落目の部分は注目
されると思うんですけれども、保存というのは重要な意味を持つところであ
りながら、一言も入れてないんですよね。これは意図的にではなくて、落ち
てしまっているところではあるので、保存をすることで、データベースなど
で公開されることで、まあ、保存……、データ化され保存されるということ
は加えていくことが必要かなと。保存という言葉、データ化され、保存され
ていく。 

 
寺澤委員 継承。何という言葉がいいのか分からないんですけど。 
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生島議長 そして、その上で活用されていくということは、段階を追ってもいいの

かなというふうには思っております。ストック、保存、アーカイブというこ
とかなというふうに思っております。 

 
寺澤委員 多分、それがないと、やっぱり本当に活用されているのかという方向に

議論がいってしまうような気もします。 
 
生島議長 博物館をベースにして考えると、保存というのは博物館の重要な役割の

一つなので、あまり違和感がないんですけれども。 
 
寺澤委員 でも、保存、伝承、何でもいいんですけど、広く伝えるという意味で

は、いろんなところでやっている講座というのもやっぱりそういう意味を持
つものですよね。 

 
生島議長 いかがでしょう。ちょっと今のポイントで考えると、まずはデジタルアー

カイブ、何のために、そして、それをどういうふうにしていくかというような
ところで、まずは１段落目の１行目のところですね。データ化されることで保
存する、その中には、一方で、資料を守るというところも入ってくるわけです
けれども、データ化、保存されることで、オンラインデータベースで公開され
ることで市民が活用することができる。それを踏まえて、３段落目のところで、
資料を容易に知り継承することができるというふうにつなげていく、ここをち
ょっと加筆していくというのはいかがかというようなことで、まず１回提案と
させていただきたいと思いますが、大森委員、いかがでしょうか。 

 
大森委員 デジタルアーカイブズのアーカイブ化のメリットとデメリットを考える

ときには、新聞資料が一番事例としてはいいと思うんです。オーソドックスな

新聞の保存方法というのは、各新聞社が縮刷版というのをつくって、図書館に
配架するというのが古典的な方法だったんですけども、もう大分最近は、各新
聞社ごとにデジタルアーカイブを新聞でつくって、それを検索するという方法
がとられているんです。でも、デジタルアーカイブによって全てばら色になる
かというと、実はそうではなくて、多くの図書館があって、新聞のアーカイブ
ズは値段が高いものですから、それを購入することを引き換えに縮刷版の購入
をやめてしまうんです。それから、保存ということを考えたときに、デジタル
アーカイブズだと、どこまでお金をかけるかによりますけども、新聞の版があ
りますよね。例えば朝日新聞で、５月８日の紙面でいうと、１種類と考える人
が多いんですけども、例えば新しい情報が入ってくると、このエリアに流す新
聞はこの版だけどという、新聞のエディションというのもやっていくと、かな
り深いところがあって、紙で残していくということが圧倒的に重要なんです。

だから、どんなにデジタルアーカイブしても、それは追加的な話であって、紙
は紙でちゃんと残して、かつアーカイブ化もする。そうすると、両方のメリッ
ト、デメリットを相殺できるというのが全体像だと思うんです。 
 ここをどう直すかということでいうと、例えばアーカイブ化することによっ
て、デジタルアーカイブズにアクセスできる人はプラスだけがあるわけですけ
ども、アーカイブ化して公表というと、どうしてもデジタルで行いますから、
これまでみたいに縮刷版しか見ることができないという人は、縮刷版を例えば
やめてしまうと、やっぱり学習機会は縮小するんです。これは一つ一つの事情
ごとにプラスとマイナスが違っていますから、ここだけで議論して整文するの
は難しいので、今言ったことを議長に、整理をして提案いただくのがいいのか
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なというふうに思いました。 
 あと、ちょっと違った角度からなんですけど、片仮名の場合、その元は英語

なんですけども、日本語は単数形と複数形に寛容なんですけれども、片仮名に
すると、外来分の単数形、複数形のことも引きずるんです。だから、これは微
妙なところではあるんですけども、恐らくですが、この５番のタイトルのとこ
ろは複数形のアーカイブズなのかなというふうに思います。１行目もアーカイ
ブズ、それから下から２行目もアーカイブズかもしれません。でも、私、これ
は専門ではないので、ここについては、日本語ではもうアーカイブで通すんだ
というふうに業界がなっているのかもしれません。 
 それからあと、１文目なんですけども、少し文章整えると、「デジタルアーカ
イブズは、博物館・図書館などが資料をデータ化して、オンラインやデータベ
ースなどで公開するものであり、市民が学習資源として活用することができる」
にすると誤解が少なくなるのかなというふうに思いました。 
 続けてあと一ついいですか。ここでデジタルアーカイブズのところが整理さ

れたので、答申全体でいうと、３ページもちょっと手直しが必要になるかと思
うんです。（２）番のＩＣＴ活用の長所を生かすというところなんですけども、
書いている内容が、重なりがあるので、矛盾がないようにしたほうがいいと思
います。２パラグラフの文なんですけども、パラグラフは逆転させたほうがい
いのかなというふうに思います。ちょっと下から整えて述べてみます。「オン
ライン会議システムを利用することにより」、このパラグラフはそれでいいの
かと思うんです。今は第１パラグラフにあるものを第２パラグラフにして、「事
業の実施にあたり」から読みますけども、「事業の実施にあたり、インターネッ
ト上の動画、デジタルアーカイブズ、データベースを利用することで、学習内
容を充実させる可能性も広がっている。（５参照）」、それでいいかなとも思い
ます。 

 
生島議長 ５というのは。 

 
大森委員 デジタルアーカイブズの活用のところです。 
 
生島議長 ありがとうございます。今、皆さん、３ページのほうを御覧になっている

かと思いますので、３ページのほうから触れたいと思いますが、ここで一つ、
ＩＣＴの活用ということ、オンライン会議システムのほうを先に持ってくる。
その長所を生かして、離れた地域や団体の交流云々というのもやりつつ、その
ほか事業の実施に当たっては、インターネット上の動画、ここ、重なっている
ＩＣＴ、特にオンライン会議システムと重なっているから切ってしまうという
ふうなことですよね。既にもう１段落目で、最初のほうに言っちゃうからとい
うことです。インターネット上の動画であるとか、デジタルアーカイブ、デー
タベースを利用することで、学習内容を充実させる可能性というのも広がって

いる。ＩＣＴの活用というのを、こういうふうな形で長所を生かしていこうと
するということかと思います。非常に御提案いただいたもの、すっきりとして、
そのままここで活用させていただきたいというふうなことを私は今お伺いし
ながら思いました。 
 そうすると、「感染防止のための対策としてではなく」というのも切っちゃ
うという。 

 
大森委員 どちらでもいいかな。そうすると、全部にそれを掛けなきゃいけなくなる

わけですよね。全部に掛ける形でつくってもいいと思いますし、もう前段で尽
くされているということであれば、取ってしまっても。 
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生島議長 取ってしまっても、かなり重複になるのかなと思いますので、いいのかな

と思います。もともとＩＣＴ活用の長所を生かすというタイトルなので、あえ
てこういうふうに言わなくてもいいかと思いました。 
 例えばというところで、くにたち郷土文化館のことを言っているわけですけ
れども、この部分というのが、特にこのアーカイブのところで重なるので、あ
えてここで入れていかなくてもいいのではないかということで、参照というふ
うにしてはいかがかという御提案だったんですけれども、いかがでしょう。非
常にすっきりするかなというふうには思いましたし、矛盾が生じにくい、すっ
きりするかということで、御提案のとおりにさせていただきたいと思いますが、
よろしいでしょうか。ありがとうございます。 
 その上で、７ページのほう、ちょっと戻っていただく形になるんですけれど
も、新聞の例も出されていて、要するに、施設の使命であるとか、活用のされ
方によって大分違うというようなところもあるということかと思います。本当

にそのとおりだなというふうなことで、ここで、でも、今この段階で、私にと
いうふうになってもなかなか荷が重いところではあるんですけれども、文言の
表現、並び順とか接続のところは御提案いただいたとおりかと思います。 
 ここも、今まで既存のものをなくしてしまえばいいということではないんで
すよね。むしろ、ＩＣＴ活用と言ったときに、より一層、アーカイブの部分に
ついては利用の幅が広がるし、それによって保存というのもされ得るというと
ころもあろうかと思います。なので、何かをしなくてよいというふうにしてい
くことを記していることではなくて、むしろ、ＩＣＴを活用することによって、
こういった新たな可能性というのがあるよというふうなところになろうかと
思いますので、具体的に何か加えるというよりは、今言ったみたいに、ＩＣＴ
を活用することによって、可能性が広がるというような文言を入れていきたい
なというふうには思うんですけれども、いかがでしょうか。 
 例えば、大森委員がおっしゃった新聞の話というのは、非常に私もよく分か

る話ではあって、縮刷版であることによって前後が見えたりだとか、一つの版
の多様性というのが見えたりというのもある一方で、あの縮刷版ではできない、
一つの単語がどういうふうに時系列で言われているかという、検索機能があっ
たりとかということもあるので、どっちもやっぱり必要だということはとても
よく分かるんですけれども、今まで縮刷版だけだったらできなかったことが、
デジタルアーカイブによってできるようにもなる。だからといって縮刷版がな
くなればいいということではないということなので、これはほかのところにも
言えることだと思いますけれども、何かをなくせばいいということではなくて、
新たに広がっていくんだというニュアンスをここで入れていくというような
ことでいかがかなというふうには思うんですけれども、どうでしょうか。その
部分を含めて御一任いただくということかなと思うんですけれども、いかがで
すか、大森委員。 

 
大森委員 多分これはニュアンスじゃなくて事実関係で、デジタルアーカイブズ化は

予算がかかるので、かなりの場合、デジタルアーカイブズ化にかじを切ると、
これまで紙で保存していたものをやめようとか、紙での公開をやめようという
ことにはなるんですよね。でも、これは一般論の世界なので、ここで取り上げ
ているのは国立の事業なので、国立のアーカイブズ化によって、メリットは比
較的見えやすいんですけども、それによって、これまでは館に足を運んで見れ
ていたものが見れなくなるとか、そういうことがあるのかないのかですよね。
なければ、国立はプラスアルファだけなんだという書き方をすればいいと思い
ますし、ただ、そのプラスアルファしたとしても、オンライン環境がない人は
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それは見れないということなので、やっぱりどこまでいってもオンライン化に
は影は付きまとうので、それがニュアンスというよりは、今、国立で行われて

いるデジタルアーカイブズ化によって、何がプラスになって、何がマイナスに
なっているかの事実関係を整理して書かないと、書けないような気がしますね。 

 
生島議長 ただ、ちょっとそこまで今、ここでは整理されてないですよね。 
 
大森委員 ヒアリングだけでは、分からなかったでしたっけ。 
 
生島議長 分からなかったところだと思います。なので、今のおっしゃったところの

点を加えるならば、それこそ先ほど私が最初に冒頭で提案したとおり、デジタ
ルデバイドに配慮した記録や公開の方法というのも検討していくことが必要
だということを加えると、その辺のことをフォローできるのかなということは
今伺っていて思ったところではあります。 

 
矢野副議長 要するに、１周回って元に戻ったんですね。資料がデータ化されるとい

ったときに、何の資料を思い浮かべるかという。美術資料や古文書だったら保
存が前提ですけど、先ほどの普通の図書資料だったり、新聞資料でしたら、ま
た違いますよね。だから、そういうものを全部合わさって短い行数で書くと、
基本の最初に戻るというふうになるのかなと。新聞資料は、私も図書館で調べ
てみたことがありますけど、古い資料は縮小版のほうが文字が鮮明でした。図
書館のパソコンで見てみると、そのほうが不鮮明で、読めない漢字があり、結
局、縮小版に戻ったことがありました。 

 
寺澤委員 これの裏面の上から３行目のところで。 
 
生島議長 要望書ですよね。 

 
寺澤委員 要望書の。「デジタル弱者にとってはこういうところに税金が投入されて

も何の利益もない」というところも私の中では引っかかっていて、そういう人
たちにどういうふうに理解をしてもらうのかなというのも、ちょっと考える必
要があるのかなと思っています。 

 
生島議長 ここで具体的な事業提案をしていくということではないので、答申なので、

そこにきちんと配慮して検討しておくということを、付言しておくことが答申
を述べる上では大事かなというふうなことで提案をさせていただいて、１周回
って戻ってきたというようなことかなというふうには思ってはおりますけれ
ども、具体的なスケジュール感で言いますと、ここで直して、３月で確認して
いただいて、そこで仮に若干修正があったとしても、もうあとは文言、これに

するというところまで３月で決めちゃえば、４月に持っていけますよね。事務
局。取りあえずここ、一旦持ち帰らせていただいて、今の議論を踏まえて３月
にもう一回議論をしたいというふうに思います。できるだけ事前にお配りする
ようにいたしますので、特にここを注目して見てきていただいて、３月のこの
会議の場面で、できるだけ完成版ができるようにというふうにしたいと思いま
すけれども、その形でいかがでしょうか。 

 
大森委員 １つよろしいですか。本当にありがとうございます。少し字句を加えたり

修正するときに、２つやり方があるかと思うんですけど、今のプランというの
は、デジタルアーカイブズの活用というふうに、どちらかというと、うたい上
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げてしまっているので、よほどしっかりマイナスに配慮しないと、うたい上げ
るというのはできないのかなという気がするんです。だから、そういうプラン

を続けるということもありますし、現時点では、かなり大まかなところを述べ
ておくということであれば、デジタルアーカイブズについてぐらいにしておい
たほうがいいのかもしれないなと思いました。というのは、デジタルアーカイ
ブズが促進すると、デジタルにアクセスできない人には、かなりの場合、機会
が減るんですよね。だけども、今もう圧倒的にこの流れで進んでいって、かつ
ては大きな図書館とか大学は必ず官報を購入していたんですけど、もう今はほ
とんどの公立図書館とか大学、官報を紙で購入しないんじゃないんですかね。
全部デジタルでやっていくと。それが合理的で安いんだということなんですけ
ど、本当に突っ込んで考えると、それでいいのかということは残り続けるんで
すよね。ここはやっぱり市民の学習権の拡大という大前提があるので、慎重に
も慎重にしたほうがいいんじゃないかなというふうに思いました。 

 

生島議長 分かりました。全体のトーンをどこに持っていくかということかなという
ふうに思います。非常に建設的に御指摘いただいて、修正の視点というのはで
きるかなというふうに思います。 

 
小菅委員 時間がないところで、最後にいいですか。 
 
生島議長 今のに関連することですか。 
 
小菅委員 内容じゃないんですけど、私がこの答申の要望で一番引っかかったのが

１行目で、「使われている用語の意味もよくわからないデジタル弱者の一人と
して要望いたします」というふうにおっしゃられていますよね。当初から用語
については物すごく難しいなと思っていて、これを手にした人がどんな市民の
方なのか、想定を私はちょっとできないんですけれども、まずもって片仮名が

多すぎて読めないという人もきっといるんだろうなと、改めてこの要望書を見
て思いましたし、議論、何回かの中で、用語解説はできるだけ入れていこうと
いうふうになったので、幾つか入ってはいるんですけど、それでもやっぱり要
望の解説をしないで、これぐらいは分かるだろうみたいな勢いで、そのまま文
章が流れているところが幾つかあるんですね。だから、対象をもう一回イメー
ジした上で、できるだけ片仮名語じゃなくて、戻せるものは戻したほうが読み
やすい市民の方も多いのかなと、いまさらながら、思いながら、何度も何度も
読み返しているところです。 
 具体的に言うと、本当に各ページで片仮名が多すぎて、用語という取扱いな
のか片仮名という取扱いなのか、その線引きも難しいんですけど、例えば３ペ
ージとかだと、データベース、アクセス、マイク、カメラ、プロジェクタ･スク
リーンとか、４ページだと、リテラシー、プライバシー、ヒアリング、バラン

ス、トラブル、スキルとか、もう各所に片仮名ばかりです。この辺の読みにく
さかげんは、否めないかなと改めて思ったところです。 
 いまさらなので、できるとしたら何だろうと思ったときに、うーんと思って
見つけたのが、ふざけているかもしれないんですけど、８ページの回答書の上
から２行目のワラぐらいを平仮名で直せるかなと思ってみたり、本当にそれぐ
らいしか見つかりません。ただ、この方がおっしゃっている用語というのがど
のレベルのものなのかが、ちょっとイメージできなくて、もしかするとインタ
ーネットも分からないとおっしゃる方もいるとしたら、解説は必要ですかと思
ってみたり、非常に難しいなと思います。 
 ちなみに、オンラインとか、デジタルというレベルも用語と捉えるんだとし



 22 

たら、今読んだ限りでは、オンラインの用語解説はないです。それから、デジ
タルも多分どこにもないです。ほかに、デジタルデバイドとか、そういったも

のは用語が書いているんですけど、そういったところを細かく読んでいくと、
より丁寧に解説にはなるんですけど、どこに標準を合わせたらいいかがちょっ
と分からないです。 

 
生島議長 ありがとうございます。ＩＣＴ活用といったときに、もうそこの時点で片

仮名の多い世界になっているので、それを逆に日本語にみんな訳していくと、
余計に分からなくなっていくという世界でもあるかなとも思うんですけれど
も、事務局に確認なんですけれども、もちろんこれは答申として書いていけば、
ホームページにも掲載され、市民の方々にも見ていただくということにはなろ
うかと思いますが、ただ、名分的には、教育長から諮問を受けて、教育長に返
すというような認識でよろしいんでしょうか。これを大きな流れとして、今後、
どういうふうに国立市の社会教育行政としてやっていくかというようなこと

で考えるならば、要するに、今お話しいただいたように、全く読めないものだ
ったら意味はもちろんないわけなんですけれども、ある程度一般的に使われて
いる文言を使っていくということの、もちろんその水準もありますけれども、
どこまでというのもありますけど、その辺の塩梅というのを事務局、何かうま
い指針があれば教えていただければと思ったんですけれども。 

 
事務局 事務局です。議長おっしゃられたとおり、これの受取手は教育委員会、教育

長になります。こういったものを教育委員会が答申を受けたということを市民
の方にも示す必要というのは、当然あります。指針というところですと、申し
訳ないんですけど、ありませんので、そこについては即答ができないです。 

 
生島議長 一般的にでも使われている、その一般をどこに照準化するかということだ

と思いますけれども、その辺は……。桒畑委員。 

 
桒畑委員 最初の１回目に諮問を教育長から受けて、諮問理由書の中に、インターネ

ット、スマートフォン、ＩＣＴ、オンライン、テレワーク、もう全部入ってい
るから、これは当たり前。ということは、これらの解説も答申には織り込めと
いうことなのか、依頼されたこれ、片仮名が多いんです。 

 
生島議長 そういう意味では、それは前提として使えるというふうに認識するという

こともあり得ることかなというふうにも思います。谷口委員、お願いいたしま
す。 

 
谷口委員 私は８ページの６のところの職員のリテラシーとスキルの向上というの

を見たときに、そのままの言葉でぱっとイメージが湧かないという、これは何

だったっけかな、えっと、えっとみたいな感じで読んで、スキルというのは経
験かなとかという、自分の中で反芻していかないとよく分からないという文章
だと、なかなか眺めるだけで読み込めないという感じがあると思うんです。私、
お休みさせていただいていたんですけども、その間に資料を送っていただいた
ので、それを拝見させていただいた、暇だったのでずっと、よく読ませていた
だいたんですけど、そうすると、ここでお話ししているよりは、資料を改めて
読んでみると、すごくよく分かりやすい、こういう話を私たちはしていたのね
というような、そういう感じがあるんです。紙の資料の重さというのは、すご
くあるなというふうに改めて思って、今日の今の話に入っているので、なかな
か自分の中で入りきれないというか、いけないんですけど、やっぱり６番のと
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ころ言葉なんかは、もう少し分かりやすい言葉で、すっと入っていけるような
言葉にしていただけると、全体が柔らかい感じになってくるかなというふうな

思いは今日すごくしました。ありがとうございました。 
 
生島議長 ありがとうございます。そうしましたら、次回までにその辺の塩梅を見極

めつつ、でも、例えば、特に８ページの６のところはタイトルに入っていると
ころなので、こういった特に目立つところであるとか、片仮名ではない言葉に
置き換えられそうなところというのを改めて検討するようなポイントという
のを、次回御提示できるようにしたいと思います。 
 それ以外で、特に前回から今回にかけて修正している点で赤い字を入れてい
るところがありますけれども、そこで皆さん、これは元に戻したほうがいいん
じゃないのかとか、気になるというようなところがあれば、最後、あとはまた
ほかにも何か御意見あればですけれども、いかがでしょうか。よろしいですか。 
 では、先ほど来申しましたとおり、もうお尻が迫ってきているというところ

もありまして、３月にはかなり確定していくということを前提に修正提案をさ
せていただきたいと思いますので、その意味で、もしもこの間、何かお気づき
のことがあれば事務局のほうにメールしていただいて、御意見いただければと
いうふうに思います。それも含めた形で次回提案をつくっていきたいと思いま
すので、皆さん、御協力いただきますようよろしくお願いいたします。よろし
いでしょうか。ありがとうございます。 
 では、次第３の答申案につきましては、ここまでとさせていただきたいと思
います。 
 続きまして、次第４の事務局からの連絡事項についてです。事務局、お願い
いたします。 

 
事務局 事務局です。次回の定例会の日程と場所についてです。次回は３月２４日月

曜日、午後７時から、こちらの会場で、第１、第２会議室となります。 

 加えて、都市社連協の関係の御連絡です。詳しい御案内はまだですが、日程
だけ先に御案内いたします。４月１９日土曜日の午後に、都市社連協の総会と、
その後に社会教育委員研修が開催されます。町田市で予定していますが、開催
通知等が来ましたら皆様へ御案内させていただければと思います。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。まずは日程をということで、内容につきましては

今後御紹介ということになります。 
 その他、何か質問や、皆さんと共有したい情報などをお持ちの方、いらっし
ゃいますでしょうか。よろしいでしょうか。 
 なければ、本日予定していた案件は全て終わりました。次回は３月２４日の
月曜日です。午後７時から第１、第２会議室で開催いたします。 

 これをもちまして、本日の会議を終了いたします。どうもお疲れさまでござ
いました。 

 
―― 了 ―― 


